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いることは良 く知 られている｡いわゆる'pozbeau-Hanneville lntemittency'は周
期状態か らカオス状態への転移 に伴って出現する｡この間欠状愚は､周期状態を反
映 した長い'laniner"状態 と､それらの状態の間に入 り込んだ短い'burst'状態 との
繰 り返 しからなっている｡この間欠状憩への転移に於 ては､最大 リヤプノフ数が負








d r/dt= F(∫,冗;t), F(0,Ⅹ;I )=0
dx/dt=G(X,t) :chaotic
(2)Coupled Chaos Type







以下では, (2)の CoupledChaosTypeについて述べ る. (2)において
次の変数変換を行 う :
Ⅹ8=(Xl十王2)/2, V=(xl-x2)/ 2












ク トラムになっている｡従 って､t》 1の場合 には カオス状態の最大 リヤプノフ
数を 入Lと置 くと
R(I)～exp(AL-D)t
となる｡ 従って､V(t)の絶対値を r(t)≡lv(t)lとすると､D〉ALに対 しては､
t.ooとす ると､r(t)→0となる｡即ち､この ときは､zl=x2 (synchronized
state)が実現 していることになる｡一方 ､D<入Lに対しては､大 きなtにおいて､
r(I)≠0の状態が 出現する｡このカオス-カオスの転移は､結合係数Dを変えてい
くと D=AL で生ずる｡ (5)より､大 きなtに対 しては
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△〉0に対 しては､非線形項が重要 になる｡また､時間尺度～ l












示唆 されているので､これ らについても微分方程式系 において確かめる必要がある｡
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